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Welcome,

in a re血eshing season, I came

若緑の風の中であなたを待っていました

)

’EWELRYタジマ

神戸市元町2丁目TEし.078 (33 1 ) 576 1
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圧雪非辱∵帥用品。三三を1 ÷)テ∵

パーティルームiこてお食事コース

平日6,000円休日6,500円(税・サ込)

お食事時間語呂/霊鵠纂護藷濃紫駕詣ます。
ご入浴時間1 1 :30へ1 5:30 ※和食堂にてお召しあがり頂く掲合もございます。

ご宴会場にてお食事コース

平日7,0飢)円棚8,000円

(7,425円) (8,475円)

ご利用時間/11 :30へ15:30

※ ( )は税・サ込料金

※1 0名桜以上で前日までにご予約をお願いいたします。

※ご入浴は時間内に1回のみとさせて頂きます。

※お部屋・浴衣はご用恵いたしません。

※写奥はイメージです。

閲石島グランドホテル
諜驚藷罵密078-903-5489

0ご予約以外のお電話・お問い合わせは密078-904-01 81 (代)

〒651-1401神戸市北区有馬町1304-1 FAX(078)904○○297

ホームぺ-ジhttp:〃www.arima-gh.jp/
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串
、

ィ

強
い
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立
・
墨

五
月
・
蓋

諒
闇
揖

)
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平
成
十
壷
年

春
ヽ
●
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〃
_
喜
鵜
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口
」

神
社
掲
倣
ま
つ
年

宮
口
『
」

◆
献
華
祭

祭
典

五
月
十
四
日
(
土
)
午
前
十
時

本
殿

演
川
神
社
華
務
職
(
未
生
流
中
山
文
常
会
・
来
生
流

(
庵
家
)
・
未
生
流
・
嵯
峨
細
流
の
回
流
家
元
等
)
に

よ
り
神
前
に
い
け
花
が
供
さ
れ
ま
す
。

重
度

五
月
十
四
日
(
土
)
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
参
集
殿

来
生
流
中
山
文
甫
会
い
け
ば
な
展

◆
献
茶
崇

祭
典

五
月
十
七
日
(
火
)
午
前
十
時
三
十
分

本
殿

堀
内
家
(
長
生
庵
)
堀
内
宗
完
氏
の
御
奉
仕
に
よ
り
、

御
香
・
濃
茶
・
薄
茶
が
神
前
に
供
さ
れ
ま
す
。

◆
第
四
回
「
歌
と
講
演
の
つ
ど
い
」

(
楠
木
同
族
会
奉
祝
大
会
)

五
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

神
能
殿

講
演

話
師

(
財
)
郷
学
研
修
所
・
安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長

湊
川
神
社
楠
木
同
族
会
副
会
長

安
岡
正
宗
氏

演
題
「
楠
公
と
の
御
縁
」

歌「
青
菜
茂
れ
る
桜
井
の
」
ほ
か
日
本
の
心
の
歌

「
楠
公
」
歌
の
会
ほ
か
四
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

◆
十
二
回
能
楽
鑑
賞
会
(
予
約
制
)

五
月
二
十
三
日
(
月
)
午
後
一
時
三
十
分

神
能
殿

毎
年
、
楠
公
案
の
奉
祝
行
事
と
し
て
、
境
内
に
あ
る

神
能
殿
に
お
い
て
開
催
。
本
年
は
、
能
「
船
鮮
度
」
等

が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
西
国
に
落
ち
る
源
義
経
が
摂
津

大
物
浦
で
、
静
御
前
と
別
れ
船
出
の
の
ち
、
海
上
で

平
和
盛
の
亡
霊
に
会
う
が
、
弁
慶
が
こ
れ
を
祈
り
伏

せ
る
能
が
演
じ
ら
れ
る
。

鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
予
め
渋
川
神
社
神
能
殿
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
番
号
〇
七
八
三
七
一
・
三
五
八

◆
楠
公
黛

五
月
二
十
四
日
(
火
)
午
後
五
時
宵
宮
祭

殿
内
案
典
の
後
、
拝
殿
前
に
て
琴
唱
会
に
よ
る
琴
曲

及
び
強
固
鼓
に
よ
る
「
漬
川
神
社
悠
心
太
鼓
」
が
夫
々

奉
納
演
奏
さ
れ
ま
す
。

五
月
二
十
五
日
(
水
)
午
前
十
一
時
本
祭

殿
内
案
其
の
後
、
拝
殿
前
に
て
「
楠
公
」
歌
の
会
に

よ
る
「
青
葉
茂
れ
る
桜
井
の
」
歌
を
二
百
名
ほ
ど
で

合
唱
、
舞
楽
「
敵
手
」
、
渋
川
神
社
吟
詠
会
の
奉
吟
が

行
わ
れ
ま
す
。

五
月
二
十
六
日
(
木
)
午
前
十
時
翌
日
祭
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「この雑誌がたくさんの

人と出会い握手しますように」
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冒国登±二二コ

浅裳壷㌫裏話こ筆頭㌢

作品/等身大糸でんわ

」OCOはイタリア人男性と結婚をしました!

先日、彼の両親に挨拶をしにイタリアへ。

イタリアでは毎週日曜日にミサがあって、

」OCOも一緒に行くことに。言葉はわから

ないけれど、索敵だなあと思ったことがあ

りました。その教会で特別に取り入れてい

るという儀式たったのですが、神父がミサ

の途中で子供たちを前へ呼び、参列者と握

手をするよう、前列から後列に向かってま

わらせるのです。これは「平和の証」の意

味。子供たちこそ大人に平和を教えてくれ

る、というのです。なんだかとても大きな

メッセージだと感じました。 」OCOは、自

分のアートの中で「等身大の糸でんわ」と

いうものをつくっています。声が見たい。

そう思ってつくったのです。自分自身が声

になって相手のところへ会いに行こう!大

きなコップの入り口に入り、糸の中を通り、

もう片方のコップの出口を目指す。その途

中には向こう側からやってきた、たくさん

の声と出会います。この瞬間に握手を取り

入れたらいいなあと思った。出会えた喜び。

この雑誌がたくさんの人と出会い握手しま

すように♪

紙コップアーティストLOCO
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臆
和
の
道
を
求
め
て
②
-
伝
統
芸
能
の
伝
承
者
た
ち

「
狂
言
」
は
、
人
間
の
本
質
を

映
し
出
す
鏡
で
あ
る

苦
竹
隆
司
さ
ん
・
苦
竹
隆
平
さ
ん
(
大
蔵
流
狂
言
師
)

狂
言
界
の
将
来
を
担
う
ご
兄
弟

が
神
戸
に
い
る
。
大
蔵
流
狂
言
師
・

苦
竹
隆
司
、
苦
竹
隆
平
兄
弟
は
、

狂
言
の
名
人
、
人
間
国
宝
苦
竹
弼

五
郎
さ
ん
の
曾
孫
に
あ
た
る
。

「
物
心
が
つ
い
た
と
き
に
は
、

す
で
に
狂
言
が
生
活
の
一
部
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
初
舞
台
は
五
つ

の
と
き
で
す
」

と
兄
隆
司
さ
ん
。

狂
言
の
世
界
に
生
を
受
け
た
者

に
と
っ
て
、
宿
命
付
け
ら
れ
た
道

で
あ
っ
た
。
初
舞
台
の
演
目
は
、
「
靭

(
う
つ
ぼ
)
猿
」
。
大
蔵
流
に
は
「
猿

に
は
じ
ま
り
狐
に
終
わ
る
」

と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
狐
と
は
、
修
行

の
最
終
関
門
と
な
る

「
釣
狐
」
を

指
す
。
隆
司
さ
ん
は
2
3
歳
、
隆
平

さ
ん
は
2
0
歳
の
時
に
、
こ
の
大
曲

を
演
じ
き
り
、
狂
言
修
行
過
程
の

い
わ
ば
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
た
。

狂
言
の
演
目
は
1
8
0
近
く
に

も
の
ぼ
る
。
役
づ
く
り
の
数
で
い

う
と
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

一
生
涯
で
、
狂
言
を
全
曲
務
め
上

げ
る
と
い
う
狂
言
師
は
、
皆
無
で

「萩大名」を演じる善竹隆司さん
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あ
る
。
演
目
に
よ
っ
て
は
、
半
年

の
稽
古
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
。

「
狂
一
一
一
一
旦

は
、
人
間
の
本
質
を

映
し
出
す
鏡
と
言
わ
れ
て
い
る
。

父
で
も
あ
り
、
師
で
も
あ
る
忠
一

郎
さ
ん
の
稽
古
で
は
形
を
つ
け
て

も
ら
え
て
も
、
い
か
に
役
を
掘
り

下
げ
、
工
夫
す
る
か
ば
自
分
次
第

と
な
る
。
同
じ
演
目
で
も
、
配
役

に
よ
っ
て
、
演
じ
手
の
年
齢
に
も

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。
狂
言
に
は

「
伝
え
の
心
が
形
に
、
形
の
伝
え

が
心
に
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

師
か
ら
受
け
継
ぐ
演
技
に
は
、
心

を
学
ぶ
こ
と
に
あ
る
。
ひ
と
つ
の

演
目
を
習
得
す
る
難
し
さ
が
、
こ

こ
に
あ
る
。

「
こ
の
世
界
は
、
一
生
勉
強
で
す
。

演
技
に
完
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

想
と
す
る
演
技
を
追
い
求
め
て
い

き
た
い
」

と
弟
隆
平
さ
ん
。

狂
言
の
世
界
で
は
、
縦
割
り
社

会
で
あ
る
。
隆
司
さ
ん
、
隆
平
さ

ん
ご
兄
弟
の
関
係
に
つ
い
て
尋
ね

て
み
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
得
意
、
不
得
意
な

演
目
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
互
い

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
言
い
な
が
ら
補

完
を
し
合
え
る
関
係
で
す
」

と
隆

平
さ
ん
。

「
2
0
代
で
す
と
、
声
も
よ
く
出

ま
す
か
ら
、
若
々
し
い
演
技
に
な

り
ま
す
。
5
0
代
に
な
っ
た
ら
、
世

間
や
社
会
に
つ
い
て
分
か
っ
て
く

る
部
分
が
多
く
な
り
ま
す
。
演
技

に
、
重
み
が
出
て
く
る
と
感
じ
ま

す
。
そ
の
と
き
に
、
も
う
一
度
立

ち
返
っ
て
、
若
い
と
き
と
は
、
違

う
演
じ
方
を
し
て
み
た
い
」

と
隆

司
さ
ん
。

芸
道
に
終
わ
り
は
な
い
。

「千鳥」を演じる苦竹隆平さん
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臆対談/お茶でものみますか③

コスモポリタンの感覚を

忘れていませんか了玉岡

(アレックスエンタープライズ社長)

;・劇痛融

点亘i∴士し
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在

カ
メ
ラ
の
学
校
と
コ
ッ
ク
長

玉
岡

先
日
行
わ
れ
た
3
0
周
年
記

念
の
パ
ー
テ
ィ
が
大
変
好
評
だ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。
0
0
年
前
と
言
え

ば
、
私
は
ま
だ
大
学
生
で
神
戸
の

街
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
時
代
で

す

(
笑
)
。
楊
さ
ん
は
若
い
頃
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
過
ご
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
や
は
り
美
容
師
の
勉

強
で
行
か
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

楊

僕
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ

た
の
は
、
実
は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な

り
た
か
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。
行

く
前
に
美
容
師
と
し
て
3
年
の
経

験
は
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
最
悪
、

美
容
師
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
生
活
し

て
い
け
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
持

っ
て
い
た
N
王
k
 
O
 
n
を
売
れ
ば

な
ん
と
か
な
る
か
と

(
笑
)
。

玉
岡

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
ど
れ

ぐ
ら
い
の
期
間
滞
在
さ
れ
て
い
た

の
で
す
か
。

楊

3
年
間
で
す
ね
。
カ
メ
ラ
マ

ン
を
断
念
し
て
か
ら
は
、
ヘ
ア
サ

ロ
ン
で
働
き
な
が
ら
、
夜
は
日
本

料
理
店
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
選

ん
だ
の
は
米
が
食
べ
た
か
っ
た
か

ら
で
す

(
笑
)
。
人
間
は
食
べ
る

も
の
で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
も
の

な
の
で
す
よ
。
皿
洗
い
か
ら
始
ま

り
、
辞
め
る
間
際
に
は
コ
ッ
ク
長

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
僕
は
、

料
理
を
つ
く
る
こ
と
よ
り
空
間
を

創
る
こ
と
の
方
が
好
き
な
の
で
す
。

こ
ん
な
場
所
で
料
理
を
食
べ
た
い
、

と
自
分
が
思
う
空
間
を
創
っ
て
い

き
た
い
の
で
す
。
日
本
の
場
合
、

古
い
ビ
ル
は
す
ぐ
に
壊
し
て
建
て

替
え
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う

で
は
な
く
古
い
も
の
を
上
手
く
利

用
す
る
こ
と
で
違
う
魅
力
が
出
て

く
る
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
僕

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
空
間
は
、

残
せ
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
残
し

て
い
き
ま
す
。
住
空
間
で
す
ぐ
に

新
し
く
つ
く
れ
な
い
も
の
は
歴
史

だ
け
で
す
か
ら
。
芸
術
建
築
で
も

そ
こ
に
息
づ
く
人
た
ち
の
生
活
感

が
出
て
こ
そ
、
い
い
味
が
出
て
く

る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

玉
岡

生
活
と
は
猥
雑
な
も
の
で

す
か
ら
ね
。
芸
術
の
中
で
人
は
暮

ら
し
て
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。
楊
さ

ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
空
間
で

は
、
風
を
感
じ
、
空
気
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
と

て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
に
な

れ
ま
す
よ
。

3月21日 30周年諦念パーティが神戸ポートピアホテルで

開催された。クレイジーケンバンドも登場。
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1然ト . h

ヽノ"

- 二一「÷

玉岡かおる(作家)

三木市生まれ。神戸文学賞
受賞作の「夢食い魚のブル

ー・グッドバイ」で新潮社より

作家デビュー。著宵に、 「を

鰭爵灘親)i語) 、
執筆活動の傍ら、テレビなど

のコメンテーターや行政の各

種審議会委員などとしても

活躍中。 2000年加古川市

特別文化賞受賞。
加古川市在住。

「
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
で
は
な
く

根
っ
こ
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
大
切
」

食
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
音
楽

1
6
0
0
人
が
集
結

玉
岡

3
0
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
で

は
、
ク
レ
イ
ジ
ー
ケ
ン
バ
ン
ド
を

招
い
て
、
か
な
り
盛
り
上
が
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
私
も
ケ
ン
さ
ん
は

大
好
き
で
す
。

楊

美
容
院
の
S
H
O
W
と
い
え

ば
、
ス
テ
ー
ジ
で
髪
を
切
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
一
般
的
で
す
が
、

僕
は
こ
れ
が
あ
ま
り
好
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
性
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ど
う
せ
や
る
な
ら
観
る
人
も
や
る

側
も
楽
し
み
た
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
N
Y
や
台
湾
の
ス
タ
ッ
フ
に

も
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
7
0
年
代
か

ら
0
0
年
代
ま
で
を
時
代
軸
、
日
本
・

N
Y
・
台
湾
と
地
域
軸
に
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
再
現
し
ま
し
た
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
が
決
ま
れ
ば

次
は
音
楽
で
す
。
広
い
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
め
、
ノ
リ
の
良

い
音
楽
が
欲
し
く
て
ク
レ
イ
ジ
ー

ケ
ン
バ
ン
ド
に
依
頼
を
し
ま
し
た
。

僕
と
ケ
ン
さ
ん
と
は
こ
の
と
き
が

初
対
面
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ケ
ン

さ
ん
自
身
、
神
戸
へ
の
思
い
入
れ

も
あ
り
フ
ル
バ
ン
ド
で
出
演
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
・

10
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
音
楽
。
プ
ラ
ス

ホ
テ
ル
の
宴
会
場
を
ア
ン
ダ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
雰
囲
気
に
し
て
み
ま

し
た
。
や
っ
て
み
る
ま
で
は
人
が

集
ま
っ
て
く
れ
る
の
か
ど
う
か
不

安
で
し
た
が
、
1
6
0
0
人
も
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。

玉
岡

最
近
、
神
戸
か
ら
発
信
し

て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
流
行
の

話
題
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
い

ま
の
子
た
ち
は
可
愛
い
く
て
お
洒

落
な
の
で
す
が
、
ひ
と
り
一
人
の

区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
ね

(
笑
)
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
影
響
が
大

き
い
の
で
し
ょ
う
。

楊

海
外
で
は
特
に
よ
く
思
い
ま

す
が
、
日
本
人
の
女
の
子
は
後
ろ

か
ら
見
る
と
み
ん
な
同
じ
よ
う
に

見
え
ま
す
。
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
も

ち
ろ
ん
、
バ
ッ
グ
も
似
た
よ
う
な

も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。
日
本

人
以
外
で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
日

本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
海
外
か

ら
見
る
と
特
異
な
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
個
性
は
自
分
で
見
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

流
行
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
安
心
で

き
な
い
の
で
す
。
美
容
師
や
雑
誌

も
よ
く
な
い
の
で
す
け
ど
ね
。

玉
岡

2
0
周
年
は
ち
ょ
う
ど
震
災

「
こ
れ
か
ら
は
個
人
個
人
の
良
さ
を
見
つ
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
が
必
要
」

アレックス楊

(アレックスエンタープライズ

㈱代表取締役)

神戸生まれ。

美容経験3年後に渡米、NY

の有名ヘアサロンでチーフ
スタイリストとして活躍。帰国

後、アレックスエンタープライ

ズ㈱を創設。現在、国内の
みならずNY、台湾にも出店。

ヘア・スタイi)ストとしてだけ

ではなく空間プロデューサー

としてグローバルに活躍中。

l

則
富
浦
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の
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

楊

こ
の
と
き
は
ス
タ
ッ
フ
の
結

束
力
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た

ね
。
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
力
量
を

試
さ
れ
た
場
で
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立

つ
の
は
個
人
の
力
量
で
す
。
僕
は

日
本
で
は
中
国
人
だ
と
い
う
認
識

で
し
た
が
、
N
Y
で
は
日
本
で
生

ま
れ
て
日
本
で
育
っ
た
の
な
ら
日

本
人
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
N
Y
感
覚
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

と
は
国
籍
で
は
な
い
の
で
す
。
個

人
個
人
の
良
さ
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
僕
が
ス
タ
ッ
フ
に

よ
く
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
日

本
の
常
識
は
世
界
の
非
常
識
と
い

う
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
」

で
す
ね

(
笑
)
。

玉
岡

私
の
友
人
で
も
海
外
で
長

く
生
活
し
て
い
る
と
、
自
然
と
そ

の
国
の
人
の
よ
う
な
表
情
に
な
っ

て
き
ま
す
ね
。
ま
さ
し
く
そ
れ
こ

そ
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
神
戸
の
人
に
は
そ

う
い
う
感
覚
が
多
か
っ
た
は
ず
な

の
で
す
。
ご
く
自
然
に
異
国
の
も

の
を
取
り
入
れ
る
感
覚
に
長
け
て

い
た
の
で
す
。
最
近
は
、
一
地
方

都
市
の
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

楊

東
京
に
初
め
て
出
席
し
た
と

き
に
、
「
遂
に
東
京
進
出
で
す
ね
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
由
ケ

丘
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
理

由
は
街
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
す
で
に
N
Y
や
台
湾
に
進
出

し
て
い
た
の
で
、
「
い
ざ
東
京
」

と
い
う
感
覚
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

玉
岡

日
本
で
は
明
治
維
新
以
来
、

「
東
京
進
出
」

と
い
う
感
覚
が
残

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
も
神

戸
か
ら
始
ま
り
、
東
京
の
大
手
出

版
社
か
ら
出
版
が
決
ま
っ
た
と
き
、

周
り
の
評
価
は
ぐ
ん
と
上
が
り
ま

し
た
ね
。

楊

海
外
か
ら
日
本
を
見
れ
ば
、

東
京
も
大
阪
も
同
じ
日
本
の
都
市

の
ひ
と
つ
で
す
。
た
だ
日
本
に
住

ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
郷
土
意

識
は
大
切
で
す
ね
。

玉
岡

そ
う
で
す
ね
。
自
分
が
い

ま
ど
こ
に
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
自
分
の
根
っ
こ
が
ど
こ

に
あ
る
か
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

(
ア
ト
リ
エ
ア
レ
ッ
ク
ス
に
て
)

12
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月
了

l
◆

イ
当
.
∴
.
工

ぶ
っ
ち
ゃ
け

オ
フ
レ
コ

モ
ノ
ク
ロ
ペ
ー
ジ
と
信
じ
、
ふ
だ
ん
は

着
な
い
「
黒
」
な
ん
か
で
来
て
し
ま
っ
た
私
。

う
!
ん
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー

に
お
会
い
す
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
こ
だ
わ
る
べ

き
で
し
た
ね
。
(
笑
)

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ソ
フ

;

N

●

卜
で
オ
ト
ナ

(
・
・
“
)

の
ア
レ
ッ
ク
ス
さ
ん
。

私
が
一
番
お
聞
き
し
た
か
っ
た
の
は
六
甲
に
第
一

号
店
か
ら
今
日
ま
で
の
ご
苦
労
話
だ
っ
た
の
で
す

か
、
編
集
部
か
ら
3
0
周
年
パ
ー
テ
ィ
の
話
に

持
っ
て
い
か
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
(
ち
な
み
に
私

は
パ
ー
テ
ィ
に
行
っ
て
な
い
の
で
、
ど
ん
な

た
っ
た
か
知
り
ま
せ
ん
)

神
戸
と
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
美
と
活
気
。
そ
れ
は
私
た
ち

「葛i○○i

の
一
大
関
心
事
。
ぜ
ひ
ま
た
お
会

い
し
て
ゆ
っ
く
り
語
り
合

い
た
い
方
で
す
。

圏的

II I I l
i I i \

日 I リ ヽ

1臆1し圧.主-中i_l

〇、 II II

′
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組
N ’KOB巳CCO

e㊨N甘藍N甘§

8対談お茶吾もし宗世んか③

「コスモポリタンの感覚を

忘れていませんか」

玉岡かおる(作家)

×

アレックス楊
(アレックスエンタープライズ社長)

16特集「禍声らしさ橿体感する

KI丁ANO CLUB §01a

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

40犠2盆㊥㊥5禍戸宗うり

街中が笑顔であふれる

今年で第35回! 」

5月号目次2。05

表紙/石阪春生

4 復刊メッセージ’ 」OCO’’

6 和の道を求めて(②/善竹隆司さん・善竹陸平さん

28 田中まこの神戸が撮っても好き②

32 神戸のお嬢さん 辻裕希さん 上田朝子さん

34 木村多恵子の暮らしのエスプリ<5月>

36 緑薫る六甲山系、石犀川のほとり マナーハウスに学ぶ暮らし

48トウインクル&ビッグ(り藤原健二

50 ワンデイトリップ②/「北区北部編」

56 チャレンジ神戸!この企業に注目②/新神戸オリエンタルホテル

58 美しい永遠の地球へ変えるチャンス「ダマヌール哲学」

61私の意見 雲井世雄

62 KOBECCO2005/えま&慧奏/北川晶子

64 ある集い/移情閤コーラス・ HULAHたしAU PUALAN1

66 神戸ゆかりの源平浮世絵(り/中右瑛

68 海・船・港/上川庄二郎

70 有馬歳時記/切手文化博物館

74 でん太の教えてドクター⑰/足立優

76 ぴっといん

78 イベントスケジュール

80 ポケットジャーナル

82 プロフェッサーPの研究室/岡田淳

84 震災エッセイ②/大谷成章・弟画/とみさわかよの

86 五線紙の街⑤/文・宮田達夫 絵・中西省伍

88 コーヒーカップの耳31/文・出石アカル絵・菅原沸人題字・六車明峰

90 鏡の中のサムライ⑫/文・中野順哉絵・平田郁

96 コウベスナップ

99 法人会員ニュース

104 Kitano Hot News

「O6 神戸うまいもん&ドリンキングNEWS

「O7 神戸百店会だより

116 表紙のことば

117 Present

「18 編集後詰

119 定期購読のご案内

1 20 Last Photograph②/中山岩大

写真/フォトスタジオP ROX (久保実 久保佳正 未聞孝司)

14
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● SECOND COVER

これは神戸を愛する人々の手帖です。あなたのくらしに楽しい夢をおくる、

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ、これは神戸っ子の心の手帖です。

15 ねずみのチャーチくんの神戸まつり ビバサンバ! 川田敦子(画家)
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「神戸らしさ」。緑が萌えて、潮風が吹きわたり、光がふりそそぐ彼方へとつづく大空・・・

といったところだろうか。この恵まれたロケーションを最大限に生かした新しいスポッ

トが、続々と誕生した。この春オープンした「KITANO CしUB s ol a」は緑、

風、光、そして空さえも身近に感じられる絶好のロケーションにある。2 7 0度を海に囲

まれた「神戸メリケンパークオリエンタルホテル」は昨年のオープン1 0周年をきっか

けに、客室やテラスレストランが続々とリニューアル。時間がたつのも忘れてしまうく

らい、優雅な時間が流れている。そんな街印こいて、リゾート気分を味わう。 「神戸らしさ」

とは、そんなところにあるのだろう。

KITANO CLUB sola
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神戸らしさを体感する

神戸メi)ケンパークオリエンタルホテル
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緑
、
風
、
光
、
そ
し
て
整
さ
え
も
助
過
に
-

睡
然
と
の
無
性
を
め
ざ
す
「
堅
=
-
町
A
N
⑯

C
皿
U
躍
S
 
O
且
阜
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遠
く
に
行
か
な
く
て
も
、
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ッ

ト
が
神
戸
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

た
と
え
そ
れ
が
空
と
い
う
、
ま
っ

た
く
も
っ
て
行
き
着
か
な
い
遠
い

遠
い
夢
の
存
在
で
あ
っ
て
も
ー
。

ま
る
で
空
に
浮
か
ん
で
い
る
か

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
訪
れ
る
人
を
魅
了
す
る
。

そ
ん
な
ス
ポ
ッ
ト
が
今
春
、
神
戸

の
北
野
の
高
台
に
誕
生
し
た
。

ハ
ウ
ス
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
会
場
の

「
K
I
T
A
N
O
 
C
し
日
B

S
O
l
a

(
北
野
ク
ラ
ブ
ソ
ラ
)
」
。

"
空
“
と
ラ
テ
ン
語
で
太
陽
を
意

味
す
る
。
S
O
l
a
“
 
-
空
の
よ

う
に
お
お
ら
か
で
、
太
陽
に
よ
う

に
暖
か
く
あ
り
続
け
た
い
-
と
の

想
い
を
施
設
名
に
込
め
て
い
る
。

場
所
は
北
野
遊
歩
道
の
丘
の
上
。

北
側
に
は
六
甲
の
生
い
茂
る
緑
が

光
と
重
な
り
あ
い
、
南
側
に
は
神

戸
市
街
越
し
に
雄
大
な
瀬
戸
内
海

が
拡
が
る
。
視
界
に
入
る
風
景
に

は
常
に
空
と
自
然
が
色
を
そ
え
る
。

震
災
以
来
急
ピ
ッ
チ
で
復
興
し
、

神
戸
空
港
を
始
め
と
す
る
大
規
模

開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
神
戸
。

開
発
に
伴
っ
て
危
惧
さ
れ
る
の
は
、

自
然
破
壊
を
い
か
に
回
避
す
る
か
。

ソ
ラ
の
誕
生
に
向
け
て
も
、
も
ち

ろ
ん
こ
の
問
題
は
一
番
に
考
慮
さ

れ
た
。
心
を
癒
す
北
野
の
自
然
環

境
を
壊
し
た
く
な
い
。
そ
こ
で
考

え
出
さ
れ
た
の
が

「
自
然
に
溶
け

込
ま
せ
る
」
建
築
計
画
だ
っ
た
。

設
計
は
異
人
館
倶
楽
部
の
設
計

を
は
じ
め
、
北
野
の
街
を
知
り
尽

く
す
天
藤
久
雄
氏
が
担
当
。
建
物

南
側
に
ガ
ラ
ス
を
用
い
、
透
明
性

と
反
射
性
を
利
用
し
て
自
然
を
映

し
増
幅
、
屋
上
に
は
計
画
的
に
緑

を
配
し
、
周
囲
と
建
物
を
違
和
感

な
く
馴
染
ま
せ
た
。

建
物
の
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ

る
水
を
あ
し
ら
っ
た
空
間
は
、
も

と
も
と
こ
の
地
が
北
野
浄
水
場
だ

っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
。
神
戸
ウ

オ
ー
タ
ー
発
祥
の
地
と
し
て
の
誇

り
や
歴
史
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入

れ
、
「
自
然
環
境
」
と

「
地
域
環
境
」

に
酷
慮
し
、
融
合
さ
せ
た

「
空
=

夢
の
建
築
」

が
完
成
し
た
。
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3
つ
の
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ

ソ
ラ
で
は

「
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ
=

空

(
夢
)

の
別
荘
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
リ
ゾ
ー
ト
&
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

感
あ
ふ
れ
る
結
婚
式
を
実
現
。

永
遠
の
誓
い
を
交
わ
す
教
会
は
、

余
計
な
モ
ノ
を
一
切
排
除
し
た
ミ

ニ
マ
ル

(
最
小
限
度
)

で
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル

(
崇
高
)

な
デ
ザ
イ
ン
。

厳
粛
な
挙
式
後
は
、
開
放
的
な
吹

抜
け
空
間
の

「
コ
ン
サ
バ
ト
リ
ー
」

で
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
と
ア
ペ
リ

テ
ィ
フ
を
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ニ
ン

グレースヴィラ
ゆるやかな曲線美を生かしたヨーロピアンテイストの「グレースヴィラ」。

光あふれる吹き抜けの天井にはキラキラと輝くクリスタルのシャンデリア、
そして壁にはエレガントなレリーフが。地中海ブルーを基調にコーディネ

イトされたテーブルで優雅に食事を楽しんだあとは、南仏・コートダジュ
ールを思わせるスイーツガーデンでプライべ-トなひとときを。花嫁はま

さにモナコの伝説の王妃、グレース・ケリー気分を満喫

モンスーンヴィラ
1バリの高級ヴィラなどでお馴染みの吹き
抜け天井の下、エキゾチックでアジアン

i モダンなインテリアが配された「モンス
ーンヴィラ」。タイシルクのシャンデリア
に、アイボリーの土壁、スクエアのミラ
ーやキャンドル。水面に花々が浮かぶス
イーツガーデン、空と海を見渡す屋外の
テラスにはロマンティックなウオーター

コテージがスタンバイ。神秘的なムード
あふれる空間で、ゆったりと別世界にタ
イムスリップできる

「天空の教会」での挙式の後は、開放的な

吹き抜け空間「コンサバトリー」で感動の余韻を楽しむ

∴ ∴二王二

臨書騒
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グ
へ
と
移
り
、
披
露
宴
の
開
始
と

な
る
。

ソ
ラ
に
は
3
つ
の
バ
ン
ケ
ッ
ト

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
ン

テ
イ
ス
ト
の

「
モ
ン
ス
ー
ン
ヴ
ィ

ラ
」
、
南
仏
の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
彷

傭
さ
せ
る

「
グ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ラ
」
、

神
秘
的
な
イ
ス
ラ
ム
テ
イ
ス
ト
の

「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ヴ
ィ
ラ
」
。

個
性
的
な
空
間
で
食
事
を
堪
能

後
は

「
ス
イ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
」

と

名
付
け
ら
れ
た
テ
ラ
ス
や
サ
ロ
ン

に
席
を
か
え
、
デ
ザ
ー
ト
を
楽
し

め
る
。

ミラージュヴィラ
砂漠に現れる噴気接をイメージした「ミラージュヴィラ」。

ココは往年の名画カサブランカの舞台となった神秘的
な国モロッコがテーマ。ボガードとバーグマンが居て
サマになる空間を謳う通り、モスクをかたどった壁面、

水上に浮かぶソファ、ペルシャ絨毯をイメージした床
が印象的。アーチ型の天井は開閉式で、何と青空まで

もがインテリアに仲間入り。異国情緒たっぷりのラウ
ンジではオプションでシガーを楽しむことも
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き
ら
め
く
皿
0
0
蒐
ド
ル
の
穣
環
の
も
と

幻
想
醐
惹
サ
イ
距
系
ケ
¶
プ
ウ
黒
ず
ィ
ジ
グ
を

昼
間
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
る
町
、
北
野
も
夜
に
な
る
と
、

静
寂
に
包
ま
れ
、
街
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
。
し
か
も

ソ
ラ
は
北
野
の
最
山
手
に
位
置
、

視
界
を
遮
る
も
の
が
何
も
な
い
コ

コ
か
ら
眺
め
る
街
の
光
は
、
ま
る

で
山
頂
か
ら
み
た
雲
海
の
よ
う
に

素
晴
ら
し
い
。

そ
ん
な
1
0
0
万
ド
ル
の
夜

景
に
こ
だ
わ
り
た
い
な
ら
ば
、
魅

惑
の
夜
の
時
間
に
お
こ
な
う

「
ナ

イ
ト
ス
ケ
ー
プ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」

が
1
0
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
ガ
ー
デ
ン
、

室
内
を
、
キ
ャ
ン
ド
ル
や
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
、
光
を
駆
使
し
た
幻

想
的
な
演
出
で
彩
り
、
昼
間
と
ま

た
違
う
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を
実
現
で

き
る
。
心
地
よ
い
ラ
イ
ブ
演
奏
を

取
り
入
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
で
洗
練
さ
れ
た
大
人
っ

ぽ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
に
。
石
畳
の
似

合
う
北
野
の
街
な
ら
で
は
の
、
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
ム
ー
ド
に
、
訪

れ
た
ゲ
ス
ト
誰
も
が
う
っ
と
り
!

「
あ
の
神
戸
の
夜
景
が
き
れ
い

だ
っ
た
」

と
い
う
鮮
明
な
印
象
と

と
も
に
、
ふ
た
り
の
挙
式
を
ゲ
ス

ト
の
記
憶
に
と
ど
め
て
も
ら
え
る

の
は
、
な
に
よ
り
も
う
れ
し
い
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆
K
I
丁
A
N
O
C
し
U
B
 
S
0
1
a

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
1
i
5
・
4

密
0
7
8
i
2
2
2
・
5
5
1
5

敷
地
面
積
3
0
2
4
坪

駐
車
場
0
0
台

ア
ク
セ
ス
J
R
三
ノ
宮
駅
、
阪
急
・
阪
神
・

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
三
宮
駅
よ
り
徒
歩
1
 
5
分
。

新
幹
線
・
地
下
鉄
神
戸
駅
よ
り
徒
歩
8
分
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空
っ
で
お
き
の
空
間
ぞ
楽
し
む

馳
元
袖
直
人
臨
時
一
勝
パ
¶
テ
ィ
も
!

周
り
は
既
婚
者
ば
か
り
で
、
ソ

ラ
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
-
。

と
諦
め
る
の
は
ま
だ
早
い
。
実

は
ソ
ラ
は
地
元
神
戸
の
人
に
親
し

ん
で
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

一
般
の
パ
ー
テ
ィ
会
場
と
し
て
も

開
放
し
て
い
る
の
だ
。
会
社
の
パ

ー
テ
ィ
を
は
じ
め
、
銀
婚
式
や
金

婚
式
、
気
の
あ
っ
た
仲
間
た
ち
と

の
宴
会
な
ど
を
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
で
特
別
感
の
あ
る
も
の
に
演
出

で
き
る
。

パ
ー
テ
ィ
で
最
も
気
に
な
る
料
理

に
は
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
。
飲
物
も
お
酒
だ
け
で
な
く
、

フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
や
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
、
健
康
ド
リ
ン
ク
な
ど
、
多

彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
誇
る
。

水
に
関
し
て
は
何
と
約
2
0
種
も
の

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
1
が
そ
ろ
う

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

希
望
す
れ
ば
、
ハ
バ
ナ
産
の
シ

ガ
ー
や
食
後
酒
も
用
意
し
て
く
れ

る
と
い
う
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

大
人
の
パ
ー
テ
ィ
を
ぜ
ひ
!

敷
地
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も

要
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

ソ
ラ
の
敷
地
内
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン

「
B
 
a
l
 
e
 
n
 
C
・
1
a

(
バ
レ

ン
シ
ア
)
」
も
同
時
オ
ー
プ
ン
。

二
次
会
会
場
と
し
て
の
ほ
か
、

通
常
の
食
事
や
カ
フ
ェ
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。
料
理
は

「
エ
ル
ブ

ジ
」
な
ど
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
、

現
代
ス
ペ
イ
ン
料
理
の
モ
ー
ド
を

的
確
に
と
ら
え
た
モ
ダ
ン
・
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
イ
タ
リ
ア
ン
。

ラ
ン
チ
は
1
5
0
0
円
̃
 
、

デ
ィ
ナ
ー
は
3
5
0
0
円
̃
。

愈078-24十9102 

営業時間:11時-23時 

(ランチは-14時30分、ディナーは17時30分へ) 

水曜定休 
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波
の
音
、
潮
の
香
り
、
船
の
汽
筒
…
海
を
感
じ
ほ

「
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
へ

海
っ
て
い
い
な
ぁ
と
感
じ
る
こ

と
が
最
近
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

神
戸
と
い
え
ば
、
海
。

し
か
し
そ
の
フ
レ
ー
ズ
は
我
々

神
戸
っ
子
に
は
当
然
す
ぎ
て
、
改

め
て
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
海

は
日
常
風
景
の
一
部
、
積
極
的
に

足
を
運
ぶ
場
所
で
は
な
い
と
い
う

認
識
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

だ
が
海
の
魅
力
を
観
光
客
だ
け

の
も
の
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た

い
。
た
ま
に
は
海
に
で
か
け
て
み

よ
う
。
単
な
る
風
景
で
は
な
く
、

海
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
て
み
よ

ー
つ
。

「
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」

は
メ
リ
ケ
ン
パ

ー
ク
の
最
南
端
、
周
囲
2
7
0

度
を
海
に
囲
ま
れ
る
と
い
う
、
海

の
自
然
美
を
極
め
た
素
晴
ら
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
停
ん
で
い
る
。

客
室
は
も
ち
ろ
ん
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
バ
ー
、
プ
ー
ル
な
ど
、
ホ
テ

ル
内
に
は
海
を
全
身
で
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

ち
こ
ち
に
ス
タ
ン
バ
イ
。
海
と
空

の
ブ
ル
ー
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
リ

ゾ
ー
ト
気
分
を
演
出
す
る
昼
間
、

‾繭

神
戸
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
夜
。
目
前
に
広
が

る
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
美
し
さ

に
は
た
め
息
が
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り

だ
。好

立
地
を
い
か
し
つ
つ
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
進
化
し

続
け
て
き
た
同
ホ
テ
ル
。
今
夏
、

開
業
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
さ
ら
に

そ
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
は
7
階

の
客
室
フ
ロ
ア

「
C
e
m
岳
白
日
8
「
」
。

(
C
O
童
ざ
ら

(
安
ら
ぎ
)

+
曲
目
)

満

ち
る
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
的
に
有
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全室にバルコニーが設けられ、デソキテーブルやチェアを完備

名
な
ハ
ー
シ
ュ
・
べ
ド
ナ
ー
・
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
が
内
装
を
デ
ザ
イ
ン
、

海
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
上
質
空
間

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
潮
風

吹
く
パ
ル
コ
ニ
1
に
は
デ
ッ
キ
テ

ー
ブ
ル
&
チ
ェ
ア
を
完
備
。
希
望

す
れ
ば
、
バ
ル
コ
ニ
ー
で
専
属
シ

ェ
フ
が
神
戸
ビ
ー
フ
を
焼
き
上
げ

て
く
れ
る
贅
沢
な
デ
ィ
ナ
ー
も
楽

し
め
る
。

忘
れ
か
け
て
い
た
海
の
魅
力
を

思
い
起
こ
す
の
に
最
適
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
こ
に
あ
る
。
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神
戸
が
世
界
に
向
か
っ
て
港
を

開
い
た
の
は
明
治
元
年
。
開
港
と

と
も
に
、
モ
ノ
や
文
化
が
い
っ
き

に
流
れ
こ
み
、
衝
は
活
気
に
あ
ふ

れ
た
。
ハ
イ
カ
ラ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
身
を
包
み
、
洋
食
や
ケ
ー
キ
に

舌
鼓
を
打
つ
?
そ
ん
な
当
時
の
モ

ガ
・
モ
ボ
よ
ろ
し
く
、
洒
落
た
パ

ー
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ
り
、
静
か
に

バ
ー
で
お
酒
を
傾
け
た
り
す
る
時

間
を
も
っ
て
み
る
の
も
い
い
。

3
階
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム

「
海

′
S

(
シ
ー
ズ
)
」
、
最
上
階
の
ス

カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ

「
港

′
S

(
コ
ウ

ズ
)
」

は
昨
年
8
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

「
海

′
S

(
シ
ー
ズ
)
」

は
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
を

思
わ
せ
る
、
ヴ
ィ
ラ

(
別
荘
)

風

パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
。
結
婚
式
を
は

じ
め
、
様
々
な
パ
ー
テ
ィ
に
利
用

で
き
る
。
専
用
テ
ラ
ス
で
潮
風
を

感
じ
な
が
ら
の
デ
ザ
ー
ト
タ
イ
ム

な
ど
、
目
の
前
に
広
が
る
海
を
存

分
に
楽
し
め
る
。

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
一
望
で
き
る

「
港

′
S

(
コ
ウ
ズ
)
」

は
改
装
を
縫
て
、

大
人
の
く
つ
ろ
ぎ
を
よ
り
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
に
演
出
す
る
本
格
的
ラ

ウ
ン
ジ
へ
と
変
身
し
た
。

素
敵
な
空
間
で
お
い
し
い
お
酒

を
前
に
す
れ
ば
、
み
ん
な
何
だ
か

い
い
顔
に
な
る
。
神
戸
な
ら
で
は

の
モ
ダ
ン
な
時
間
に
乾
杯
!
と
い

こ
う
。
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バ
イ
キ
ン
グ
で
人
気
の
テ
ラ
ス

レ
ス
ト
ラ
ン

「
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の

風
」

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
陽
光
あ

ふ
れ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
明
る
い
空
間
で
、
和
洋

中
、
デ
ザ
ー
ト
、
ド
リ
ン
ク
な
ど
、

約
1
0
0
種
類
も
の
多
国
籍
料
理

を
時
間
制
限
な
し
の
食
べ
放
題
で

楽
し
め
る
。
寿
司
や
ス
テ
ー
キ
な

ど
、
シ
ェ
フ
が
目
の
前
で
料
理
す

る
実
演
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
食
べ

る
こ
と
に
情
熱
的
な
神
戸
っ
子
に

と
っ
て
、
ま
さ
に
天
国
的
な
ス
ペ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

次
世
代
の
モ
ガ
・
モ
ボ
と
な
る

子
供
た
ち
に
食
生
活
を
楽
し
む
セ

ン
ス
を
育
ま
せ
る
に
は
、
セ
レ
ブ

な
キ
ッ
ズ
パ
ー
テ
ィ
が
オ
ス
ス
メ
。

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の
風
で
は
バ
ル
ー

ン
装
飾
や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
、
多
彩

な
演
出
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
テ
ィ
プ
ラ

ン
を
用
意
。
「
ナ
ー
サ
リ
ー
」

と

呼
ば
れ
る
、
専
属
ス
タ
ッ
フ
が
つ

き
っ
き
り
で
子
供
の
世
話
を
し
て

く
れ
る
の
で
、
親
た
ち
も
心
置
き

な
く
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
め
る
の
が

う
れ
し
い
。

数
々
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
新
し

く
生
ま
れ
か
わ
っ
た

「
神
戸
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
」
。
コ
コ
で
過
ご
す
、
潮
風
を

感
じ
る
時
間
は
、
き
っ
と
人
生
の

味
を
深
め
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

◆
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
5
i
6
(
中
突
堤
)

猛
0
7
8
i
3
2
5
i
8
1
1
1

マジックなど多彩な演出のキッズパーティ
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